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「第７次福島県総合教育計画概要版 福島県教育委員会」より

はじめに

福島県教育委員会では、令和３年１２月に第７次福島県総合教育計画を策定し、「学び

の変革」を柱とした６つの施策を展開しております。その中では、様々な教育活動におい

て、画一的な一方通行の授業等から個別最適化された学び、協働的な学び、探究的な学び

へと変革し、子どもたちに必要な資質・能力を確実に育成することを目指しております。

今年度の全国学力・学習状況調査の結果を見ると、福島県の子どもたちは、国語や算数

の勉強が好きであると回答した割合が、全国に比べ高い傾向にあります。これは、各学校

において、子どもたちが興味・関心をもてるよう、創意工夫を凝らしながら、「学びの変

革推進プラン」に基づく授業改善が進められていることの表れであると感じております。

しかし、小・中学校国語では平均正答率が全国平均をやや下回っており、小学校算数及び

中学校数学では、全国平均を下回る厳しい状況が続いております。

そこで、各種学力調査において県内で成果を上げている学校の授業実践を通して、これ

からの授業の在り方や授業改善の視点等を見つめ直し、県全体で共有していきたいと考え

ました。

「『学びの変革』に向けた実践事例集Vol.２～小学校算数科～」では、県内で成果を上

げている学校の授業実践を紹介しております。各学校における授業改善や校内研修等にお

役立ていただければ幸いです。
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「感じて動き出す」学びに向けて

「令和６年度 授業改善グランドデザイン」では、福島県の課題克服に向けて、

授業改善を図ることを提案しております。

そこで、まずは教師の「話す」に注目してみましょう。

４５分の授業の中で、教師が話している割合はどのくらい占めているでしょうか。また、
どのようなことを話しているのでしょうか。

本事例集では、教師の発話量と発問に着目して、「みる」「きく」「つなぐ」授

業に向けた効果的な取組について、より具体的な事例を紹介していきます。

「令和６年度 授業改善グランドデザイン」より

教師が「話す」授業から、
教師が「みる」「きく」「つなぐ」授業へ
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子ども一人一人の資質・能力を育むために

子ども一人一人の資質・能力を育む「８つの取組」

授業づくりの視点から
～教科の枠を超えて～

算数科の視点から
～教科の本質に迫るために～

子どもをみる

子どもの声をきく

子どもを
丸ごと受け止める

振り返りの充実と活用

数学的な表現を用いた
対話的な学び

本時で働かせたい
「数学的な見方・考え方」

本時のねらいと

具体的な子どもの姿

単元を通して
育みたい資質・能力

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

「子どもの『何を』をみるか」がとても大切です。
一人一人の表情やしぐさ、手や口の動きなどから、
子どもの思いを見取っていきましょう。

子どもの「どんな声」をきいていますか。大きな
声はもちろん、声にならないような小さなつぶやき
もしっかりと受け止めることが大切です。

学級づくりの基本です。このような学級では、子
どもたち同士も互いを大切な存在として尊重し合い、
学級全体で高め合うことができます。

単位時間だけではなく、単元全体または単元同士
のつながりを意識して、育みたい資質・能力を捉え
ることが大切です。

ねらいが達成された「具体的な子どもの姿」を明
らかにしておくことで、評価にもつなげることがで
きます。

「数学的な見方・考え方」を「子どもから引き出
したい言葉」として明確にすることで、具体的な手
立ても見えやすくなります。

子どもなりの表現を認めながら、算数科としての
表現に高めていくことが大切です。対話を通して、
数学的な表現のよさを実感できるようにしましょう。

「分かったこと」や「できるようになったこと」
を、子どもが自分の言葉で表現し実感できるように
すること、さらに「だったら」と本時の学びを活用
できる場をつくることが大切です。

算数科の学びにおいて、どの子ど
もにもよさや可能性があります。そ
れらを見取り、価値付けることで、
一人一人の資質・能力を育んでいき
ましょう。

成果を上げている学校の実践から見えた「８つの取組」を紹介します。

実践事例内の番号は、上記の①～⑧と対応して
います。
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実践事例Ａ 第６学年「順序よく整理して調べよう」

問題場面を提示し子どもたちに問いかけたら、あとは
子どもに委ねてじっくりと待ちます。

順列について、落ちや重なりのないように調べ
る方法を考え、図や表などを用いて調べることが
できる。

１番目に走る人を決めて、順番に
考えていけばいいよ。

〇 ４人でチームを作り、リレーをする際の走る順番を考える。
〇 落ちや重なりのないように調べる方法を考える。

学習内容・活動

⑤ 本時のねらい ⑥ 数学的な見方・考え方

①② 子どもをみる、子どもの声をきく

１ 学び出す

この間、リレーの大会があったよ
ね。先生は、４人の走順を、このよ

うに決めたよ。

みんなだったら、ど
んな順にするかな。

わたしだったら、Ｂさん、Ａくん、
Ｃさん、Ｄくんの順にするかな。

ぼくは、ちょっと違って、Ｄくん、
Ｃさん、Ｂさん、Ａくんの順だね。

4人が走る順番って、何通りもあ
るよね。

「無限にある」ということ？

無限にはないと思うけど…でも
いっぱいありそうだよね。

すべての子どもが「学び出す」授業をつくるた

めには、子どもが自ら問題場面に働きかけることが大切
です。子ども一人一人の「問い」がつながり、学級全体
として「確かめたいこと」や「考えたいこと」が明確に
なります。

み る き く

子ども一人一人の
・表情
・しぐさ
・動き

など

○ 自ら動き出そうと
している子どもの姿

○ 試行錯誤しながら
何度もチャレンジす
る姿

子ども一人一人の
・元気よく答える声
・つぶやき
・ささやくような
小さな声 など

○ 学級全体をみながら
きく

○ 子どものそばに寄り
添いながらきく

本時のめあて
３



小さなつぶやきを拾い、一人の子どもの問
いを学級全体で共有しています。

①② 子どもの声をきく

４人の走順を、思い付くまま自由に書き出す
活動をすることで、子どもたちから「もっと分
かりやすく考えたい」「整理して見やすくした
い」という思いを引き出します。

⑥「数学的な見方・考え方」の共有

２ 学び合う

じゃあ、やれる限り頑張って見つけてみよ
う。

考えてどんどん書いているんだけど、全部
書いたか分からなくなる…。

Ｒくんの困っている感じ、
分かるかな？

そうそう！分かる！！

ぼくも、同じだったよ！それで、１走目の
人を決めて考えてみたよ。

「１走目の人を決める」っ
て、どういうこと？

さっきＨくんが言ったみたいに、例えば１
走目の人をＡくんに決めるでしょ。そうした
ら、２走目の人は…。

ぼくは、表を書いて考えたよ。

先生が、子どもの考えを「つなぐ」ことで、

子ども同士が「つながり合おう」とする姿が見られるよ
うになります。さらに、説明をつないでいく姿を称賛す
ることで、数学的な表現力も育まれていきます。

すべての子どもが「学び合う」授業をつくるためには、子どもたちが友達の問いを受け止め、

寄り添いながら共に考えられる学級づくりが欠かせません。そのためには、まず先生が「子どもを丸ご

と受け止め」、すべての子どもの思いや考えを、同じように大切にしていきます。

Ｈくんが言っていたことを図で表してみた
ら、すごく分かりやすくなったよ。

つなぐ

つなぐ

本時で働かせたい
「数学的な見方・考え方」

○ 子どもたちの考えをつなぎながら、落ち
や重なりなく調べる方法として、「あるも
のを固定して考える」ことのよさに気付く
ようにします。

まず、Ａくんが１走目の場合を考えていけ
ばいいんだね。２走目からも、順番に入れ替
えていくと分かりやすい！

子ども一人一人の
「問い」

○ 一人の問いを学級全体で共有すること
で、本時で働かせたい「数学的な見方・
考え方」につなげていきます。

４



担任の先生より

みんなで楽しい授業にしよう！

「どうしたら、みんなが楽しい授業にできるか」子どもたちと一緒に考えました。
・みんなでたくさん考えられること
・みんなが自由に自分の考えを話せること
・自分の考えを、みんなが受け入れてくれること
・みんなで新たなものを見つけ出すこと

この学級がめざす「楽しい授業」に向けて、子どもたちと日々取り組んでいます。子ども
たちの学びに向かう姿勢が、大きく変わってきたように感じています。

３ 学びとる

２４通りですべてである
ことを、自分の言葉で説明
しましょう。

「順列について、落ちや重なりがないように
調べるには、図や表を用いて考えればよい」こ
とを、子どもが自分の言葉で説明できるように
します。

⑧ 振り返りの充実と活用

すべての子どもが、本時の学びを確実に「学びとる」授業をつくるためには、授業で「分

かったこと」や「できるようになったこと」を、自分の言葉で表現する場を設けることが大切です。

つなぐ
本時で働かせたい

「数学的な見方・考え方」

○ 大切な用語も含めて、全体で確認します。
その後、「だったら…」と本時の学びを、
新たな学びへつなげる場面をつくります。

校長先生より

学校の生命は授業

本校では、すべての教職員が「学校の生命は授業」の基本的な考え方のもと、日々の授業

に取り組んでいます。その中で、学力向上はもちろんのこと、人として生きる力を育んでい

きたいと考えています。

そのために、私たち教職員が、児童一人一人のよさを認め、励ます教育の徹底を目指して

います。また、児童一人一人の育ちを見据えた意図的な活躍の場を設定し、どの児童にも自

己肯定感や自己有用感の醸成を図っています。

自分たちの学校、学級を自分たちの力でよくしようとする力を

育てています。

本校では、自分たちの学校生活、学級づくりを自分たちの力でマネジメントする力の育成

に取り組んでいます。児童が、自分たちの学校や学級の状況を定期的に見つめ直し、よりよ

い学校や学級にするために、課題解決に向けて主体的に話し合う時間を大切にしています。

そのような話し合いを通して、児童がお互いを認め、理解し、自己の高まりにつなげる思

いやりにあふれる人間関係づくりや学級づくりを行っています。その思いが、授業でも生か

されていると感じています。

５



授業づくりのポイント
さらに
詳しく

本時の
発話量

※「授業分析ツール」による

教師 児童

２３．２％ ２８．６％

発問の
ポイント

すべての子どもが

○ 自ら問題に働きかけ、「問い」が生まれること
○ 友達の「問い」に寄り添いながら、全員でよりよい「見方・考

え方」について考えられること
○ 本時で「分かったこと」や「できるようになったこと」を自分

の言葉で表現できること

み る
○ 子どもを信じて「待つ」！

問題場面を提示した後、発問をした後、一人の子どもが発表した後…先生は、子ども一人

一人が問題場面や友達の考えなどに働きかけ、自ら動き出す瞬間をじっくりと待っています。

子どもに委ねるこの時間が、学びを子ども自身のものにします。

き く
○ 子どもの話（思いや考え）を「丸ごと受け止める」

この学級では、とにかく子どもがよく話します。そして、友達の話をしっかりときいていま

す。それは、先生自身に「子どもの話をたくさんききたい」「どんな考えも大切に受け止めた

い」という思いがあるからです。そのため、この学級では、どの子どもの話も「丸ごと」大切

にされています。

つなぐ
○ 子どもから引き出したい言葉（数学的な見方・考え方）を明確にする

「１走目を固定して、あとは順番に入れ替えればいいよ」

この言葉を引き出すために、先生は、あえて子どもたちが試行錯誤しながら、よりよい考え

に気付く活動を取り入れていました。その上で、子どもが見つけた「１走目の人を決める」と

いう考えを、子ども一人一人が自分の言葉で表現することで、考え方

のよさを実感することにつなげています。

○ 残りの４８．２％は、子どもが一人で考えたり、ペアやグループで
活動したりしていた割合になります。

６



実践事例Ｂ 第２学年「分けた大きさのあらわし方をしらべよう」

問題場面を提示し子どもたちに問いかけたら、あとは
子どもに委ねてじっくりと待ちます。

元の大きさが違うと同じ大きさに分けた１つ分
の大きさが違うことを、元にする大きさに着目し
て説明することができる。

1/2の大きさが違うのは、元の大き
さが違うからだよ。

〇 １枚のチョコレートを、1/2の大きさに分ける。
〇 同じ1/2でも、大きさが異なる場合がある理由を考える。

学習内容・活動

⑤ 本時のねらい ⑥ 数学的な見方・考え方

①② 子どもをみる、子どもの声をきく

１ 学び出す

Ｔくんの「なんで？
なんで？」の気持ち、
分かるかな？

すべての子どもが「学び出す」授業をつくるためには、子どもが自ら問題場面に働きかけ、

「問い」をもつことが大切です。子どものつぶやきから見える素朴な思いに寄り添い、学級全体の問
いとして共有することで、みんなで「確かめたいこと」や「考えたいこと」が明確になります。

み る き く

子ども一人一人の
・表情
・しぐさ
・動き

など

○ 本気で考えている
子どもの表情

〇 友達にそっと声を
かける姿

〇 試行錯誤しながら
何度もチャレンジす
る姿

子ども一人一人の
・元気よく答える声
・つぶやき
・ささやくような
小さな声 など

○ 学級全体をみながら
きく

○ 子どものそばに寄り
添いながらきく

〇 子どもの思いを想像
しながらきく

チョコレートを1/2の大きさに
して、２人で分けてね。

ぴったり半分に折れば、1/2が
できるよね。

えっ？なんで？なんで？なん
で？

1/2なのに、同じじゃない！

Ｔくんの気持ちはね、きっと
Ｔくんの1/2とＳさんの1/2が違
うっていうことだと思うよ。

Ｔくんの気持ちは、Ａさんと一
緒にぴったり1/2に分けたのに、Ｓ
さんと比べたら、大きさが違うか
ら「なんで？」なんだと思う。

本時のめあて
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子どもたちのそばに寄り添い、声にならない
ような小さなつぶやきを拾い、全体で共有して
います。

①② 子どもをみる
子どもの声をきく

操作活動を通して、分数を考える際は
「元の大きさ」が大切になることを確か
めていきます。

⑥「数学的な見方・考え方」の共有

２ 学び合う

同じ1/2なのに、どうして同じ大きさじゃない
のかな。

Ｋさんは、どうして「違う」
って言ったんだろうね。

Ｋさんの気持ちはね、Ｋさんの1/2とＴくん
の1/2の大きさが違うということだと思うよ。

それもあると思うけど、Ｋさんの気持ちはね、
先生からもらったチョコの大きさが違うという
ことじゃないかな。

どうして、元の大きさが違う
と思ったの？

1/2の大きさが２個あると、元の大きさにな
るでしょ。

Ｔくんの1/2は６で、Ｋさんの1/2は９だから、
２倍すると12と18になるよ。

先生が、子どもの言葉を「つなぐ」ことで、

友達の考えについて、根拠を明らかにしながら自
分の言葉で説明することができるようになります。
それにより、前時までの学びと本時の学びがつな
がっていきます。

すべての子どもが「学び合う」授業をつくるためには、友達の言葉（つぶやき）に込められた思いに

寄り添い、共に考えられる学級づくりが欠かせません。そのためには、まず先生が子ども一人一人の思考過程
を大切にし、言葉の奥にある思いを「丸ごと」受け止めるようにしていきます。

つなぐ

前時の学びから本時の学びへ

○ 「16個の1/2は８個」「８個の２倍は16
個」の見方を生かし、元の大きさの1/2の
大きさから元の大きさを見ると、２倍の大
きさになる見方につなげていきます。

そうそう。２倍したら元の大きさが分かるよ
ね。

（ささやくように）違う。

み る
○ 友達の考えをき
いて、同じように
操作する姿
○ 友達の考えを理
解しようとする姿

ぼくも、そう思ったよ。元の大きさが違うん
じゃない？

「ＳさんとＮさんがお話しし
た２倍はね」って、隣の友達と
お話ししてごらん。

＜前時の学び＞
８



担任の先生より

全員で考えよう

授業中は、子どもの思いや考えを少しでも受け止められるよう気を配っています。「どうし
て、このように考えたのか」「どんなことを伝えたいのか」など、子ども一人一人の思いに寄
り添えるよう、小さなつぶやきも丁寧にきくことを大切にしています。
それは、子ども同士も同じです。友達の思いや考えをしっかりと受け止め、一緒に考える姿

を称賛しています。「〇〇さんの気持ちはね」と、子どもたちがお互いに関わり合う姿が多く
見られるようになってきました。

３ 学びとる

同じ1/2でも、どうして同じ
大きさじゃなかったのかな。
隣の友達に説明しましょう。

元の大きさと、元の大きさの1/2の大き
さの関係について、チョコ（半具体物）を
動かしながら、自分の言葉で説明します。

⑧ 振り返りの充実と活用

すべての子どもが、本時の学びを確実に「学びとる」授業をつくるためには、授業で「分かっ

たこと」や「できるようになったこと」を、自分の言葉で表現する場を設けることが大切です。さらに「だ
ったら、こんな見方もできるよ」と、子どもが自ら学んだことを生かしたくなる働きかけ（仕掛け）をする
ことで、統合的・発展的に考える力を育んでいきます。

つなぐ
本時で働かせたい

「数学的な見方・考え方」

○ 「６個の３倍は18個だよ」「だったら、
元の大きさが18のとき６は1/3の大きさに
なるね」子どもたちは、本時の学びを生か
して、統合的に考えていました。

校長先生より

誰一人取り残さない、すべての子どもが主役

本校では、すべての子どもが主役です。どの子どもにも、よさや可能性が必ずあります。そ

れらを、本校の先生方はしっかりと見取り、受け止め、一人一人に応じた活躍の場をつくって

います。

もちろん、授業においても同じです。先生方は、子ども一人一人の顔を思い浮かべながら教

材研究をします。そして、「ここでは必ずＡくんを活躍させる」「ここは絶対にＢさんの考え

を生かす」と心に決めて授業をしています。一人の子どもを大切にする先生の姿が、子ども一

人一人の自信や「私も同じように大切にされている」という学級全体の安心感につながり、ど

の子どもも楽しんで学んでいます。

一人一人の思いに寄り添う、安心感に包まれた学級づくり

本校の子どもたちは、自分の思いを素直に話すことができます。それは、先生方が常にどの

子どもの思いも同じように大切に受け止めているからです。その姿が、子どもたちにも伝わり、

お互いの思いや存在を大切にする学級をつくります。

授業においても、友達の「困っている」ことや「分からない」思いに寄り添いながら、安心

感の中で、お互いに高め合う姿がたくさん見られています。

９



授業づくりのポイント

さらに
詳しく

本時の
発話量

※「授業分析ツール」による

教師 児童

１５．４％ ３７．９％

発問の
ポイント

すべての子どもが

○ 友達の「問い」（気持ち）に寄り添うことで、学級全体の「問
い」になること

○ イメージを共有することで、本時で「考えたいこと」や「やっ
てみたいこと」が明らかになること

○ 本時で「分かったこと」や「できるようになったこと」を自分
の言葉で表現できること

み る

○ 子どもと同じ目の高さで「みる」！

問題場面を提示した後、発問をした後、一人の子どもが発表している時… 先生は、床に膝

を付き、子どもと同じ目の高さで一人一人の表情を見ています。そして、気になった子どもの

そばにそっと寄り添い、声をかけます。「先生は、いつもちゃんとみてくれる」安心感の中で、

子どもたちは学んでいます。

き く
○ 友達の話（考え）を「ききたい」！

「ねえ、みんなで話そう」この学級で、よく聞かれる言葉です。話しているのは、もちろん

「子ども」です。先生は、１年生の時から、友達の考えをきくことで新たな発見ができたり、

問題が解決できたりする楽しさや面白さを子どもたちに感じさせています。だからこそ、子ど

もたちは、みんなで話したくなるのです。

つなぐ
○ 子どもの気持ちを「つなぐ」！

「〇〇さんの気持ち、分かるかな」

先生は、子どもの思考過程や数学的な見方・考え方を「気持ち」という言葉で子どもたちに

問いかけます。そのため、子どもたちは、たとえ答えを間違えてしまったとしても、友達の思

いに共感したり、考えのよさを見いだしたりしています。その中で、

一人一人の「数学的な見方・考え方」が豊かになっていきます。

○ 残りの４６．７％は、子どもが一人で考えたり、ペアやグループで
活動したりしていた割合になります。
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授業構想シート

資質・能力を育む授業づくりのために

義務教育課では、子ども一人一人の資質・能力を育む授業づくりのために、下に示す４つ

の視点から授業を構想することを推奨しています。

子ども一人一人に、確実に資質・能力を育むためには、一単位時間の授業構想だけではな

く、単元全体を見通した授業構想が大切です。

この「授業構想シート」は、義務教育課のホームページにも掲載しております。授業づく

りの際にぜひ御活用ください。

右の二次元コードからも、「授業構想シート」を検索
することができます。ぜひご覧ください。
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「授業構想シート」活用例①
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「授業構想シート」活用例②

第４学年「角の大きさの表し方を調べよう」
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「授業構想シート」活用例③
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すべての
子どものために


